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【令和６年度～令和１１年度公立学校教員採用候補者選考受験者】 

※令和６年度新規採用者及び令和６年度高校３年生～大学４年生対象 

千葉県奨学金返還緊急支援事業募集案内 

 
千葉県教育委員会（以下「県教委」という。）では、千葉県の未来を担う子供の教育を支える優れた人材を

確保するため、令和６年度から令和１１年度までに本県の公立小・中・義務教育学校・特別支援学校の教諭と

して新規に採用された方に、一定期間勤務すること等を条件として、日本学生支援機構から貸与を受けた第一

種奨学金の返還を全額補助する事業を実施します。 

この補助を受けるためには、千葉県公立学校教員採用候補者選考（以下「教員採用選考」という。）への出

願とは別に電子申請による「奨学金返還緊急支援事業費補助金交付対象候補者認定申請」への申し込みが必要

です。 

この案内は、令和６年度新規採用者及び令和６年度高校３年生～大学４年生で令和６年度から令和１１年度

までに県内の公立小学校・中学校・義務教育学校・特別支援学校の教諭として就業（令和６年度から令和１１

年度実施の教員採用選考の受験）を予定している方を対象に、補助金交付対象者の認定を受ける方を募集する

ものです。 

 

１ 補助金交付までの主な流れ 

 

時 期 行為主体 内 容 

教員採用選考受験前年度の 

２月末日まで（１次締切） 

※ ２次締切は出願締切日まで 

  ３次締切は２次選考最終日まで 

対象者 → 県教委 

・ちば電子申請サービスによる「奨学金返還緊急支

援事業費補助金交付対象候補者認定申請」への申

し込み 

 ※ちば電子申請サービスで申し込む際に「奨学金

の借り入れを証する書類」のデータの添付が必

要となります。 

県教委 → 対象者 
・補助金交付対象候補者の認定 

（申請内容を確認後、発送） 

教員採用選考受験年度 対象者 ・教員採用選考の受験・合格 

採用１年目 

対象者 → 県教委 

・補助金の交付申請 

（認定を受けた方のみ申請可能） 

※ 採用後２カ月以内の申請 

県教委 → 対象者 
・補助金の交付決定 

※ 交付申請後、原則として３０日以内に通知 

採用２年目～１１年目 県教委 → 対象者 ・補助金の支払 

※ １次締切で申し込みされた場合は、教員採用選考受験前年度までに発送を予定しています。２次・３ 

次締切で申し込みをされた場合は、補助金交付対象候補者の認定通知の発送にお時間をいただきます。 

※ 採用２年目以降に、補助対象額を１０年で分割した額の支払いを毎年度受けられます。 

※ 補助金交付までの提出書類等についての詳細は、別表１を御確認ください。 

 

２ 対象者 

千葉県の公立学校教員（高校は除く）になることを強く希望する者のうち、１号又は２号に該当する者で３

号から５号のすべてに該当する者であれば、応募できます。 

（１）令和５年度に大学生４年生又は短期大学２年生として在学しており、令和５年度実施の本県の教員採用

選考に合格した者 
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（２）令和６年度時点、高校３年生から大学４年生で令和７年度から令和１１年度新規採用者 

（３）日本学生支援機構の第一種奨学金を返還予定又は返還中の者 

（４）大学等を卒業した者又は卒業予定の者 

  ※ 大学等には短期大学も含む 

（５）本県の教員採用選考を通過した直近の４月１日に、本県の小学校・中学校・義務教育 学校・特別支援

学校の教諭として就業し、採用後１１年経過するまでの期間、勤務する予定の者 

※ 教員採用選考の募集要項にある大学院進学等による猶予者は除きます。対象者例については別表２を

御確認ください。 

３ 補助対象人数   「２ 対象者」に定める要件を満たすもの全員   

※ 認定を受ける方、補助対象者数に上限はありません。 

 

 

４ 補助金の内容 

（１）補助対象額 

ア 補助対象額は、大学在学時に奨学金として貸与を受けた額のうち、次の額です。 

区 分 補助額 

日本学生支援機構 第一種奨学金 卒業前４年間に第一種奨学金として貸与を受けた額以内 

（例）私立大学・自宅外通学・第一種奨学金の貸与月額 64,000 円で４年間大学に在学した場合 

貸与を受けた額：64,000 円×48 月=3,072,000 円（卒業前 4 年間の貸与額=3,072,000 円） 

※ 3,072,000 円全額が補助対象額となります。 

（例）私立大学・自宅通学・第一種奨学金の貸与月額 54,000 円で４年間大学に在学した場合 

貸与を受けた額：54,000 円×48 月=2,592,000 円（卒業前 4 年間の貸与額=2,592,000 円） 

※ 講師等として勤務時に、月賦返還額 14,400 円で 18 月分（259,200 円）を既に支払いをした                 

場合、貸与額 2,592,000 円の内、返還残額の 2,332,800 円が補助対象額となります。 

（補助対象期間の採用２年目以前に発生した返還額については補助対象とはなりません。） 

 

（２）補助金の交付方法 

ア 認定を受けた方は、教員採用選考を合格した直近の４月１日に県内の公立小学校・中学校・義務教

育学校・特別支援学校に教諭として採用後、補助金の交付申請を行います。県教委は、交付申請に対

し、交付決定を行います。 

イ 交付決定を受けた方は、日本学生支援機構へ「奨学金返還期限猶予願」（猶予期間：採用年度の                

１０月～採用年度末の３月）を申請します。承認を得たら、「奨学金返還期限猶予承認通知」を県教委

へ提出します。 

※ 奨学金返還期限猶予の手続きが遅れ、返済が発生した期間については、貸与者本人の支払となり

ます。支払いが発生した分については、県教委から補助はありません。 

ウ 交付決定を受けた方は、県内の公立小学校・中学校・義務教育学校・特別支援学校に教諭として              

勤務した期間に応じて、補助金の交付を受けられます。補助金交付は、原則として、２年目以降毎年度、

年額を交付します。金額は次によります。 

※ 毎年度交付額 ＝ 貸与総額（交付決定額） ÷ １０ 

※ 補助金交付の例 

■ 私立大学・自宅外通学・第一種奨学金の貸与月額 64,000 円で４年間大学に在学した場合の例 

貸与総額：3,072,000 円 
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交付 

決定額 

採用 
１ 

年目 

採用 
２ 

年目 

採用 
３ 

年目 

採用 
４ 

年目 

採用 
５ 

年目 

採用 
６ 

年目 

採用 
７ 

年目 

採用 
８ 

年目 

採用 
９ 

年目 

採用 
１０ 

年目 

採用 
１１ 

年目 

3,072,000 0 307,200 307,200 307,200 307,200 307,200 307,200 307,200 307,200 307,200 307,200 

 

 

■ 私立大学・自宅通学・第一種奨学金の貸与月額 54,000 円で４年間大学に在学した場合の例 

貸与総額：2,592,000 円   

※ 大学卒業後、１年間講師等として勤務後、新規採用で月賦返還額 14,400 円を計 18 月分返還し

た場合 

※ 2,592,000（貸与総額）－259,200 円（本人による返還額）＝2,332,800 円（交付額） 

交付 

決定額 

採用 

１ 
年目 

採用 

２ 
年目 

採用 

３ 
年目 

採用 

４ 
年目 

採用 

５ 
年目 

採用 

６ 
年目 

採用 

７ 
年目 

採用 

８ 
年目 

採用 

９ 
年目 

採用 

１０ 
年目 

採用 

１１ 
年目 

2,332,800 0 233,380 233,380 233,380 233,380 233,380 233,380 233,380 233,380 233,380 233,380 

交付は、毎年度４月です。本事業は、代理返還制度による奨学金返還支援となるため、                         

補助金は、県教委から日本学生支援機構へ直接支払われます。交付対象者の口座等への振り込みは

ありません。 

なお、補助対象期間中の年度途中に退職した場合は、退職した年度に支払われた補助額を県教委

へ返還していただきます。 

 

５ 募集期間   令和６年４月１日（月） ～ 令和１０年８月２７日（日） 

※ 令和６年度新規採用者については、別途案内を送付します。 

※ 募集期間については現時点での予定となります。変更になった場合には、ホームページ 

等でお知らせいたします。 

 

６ 申請方法 

（１）提出方法   ちば電子申請サービス又は様式第１号 

          ＱＲコードを読み取ると「奨学金返還緊急支援事業費補助金交付対象 

候補者認定申請」のフォームにいきますので、そちらから申請をお願い 

します。 

※原則、ちば電子申請サービスからの申請をお願いします。 

（２）提出締切   教員採用選考を受験する前年度の２月末日まで 

※ ２次締切は出願締切日まで、３次締切は２次選考日までとなります。 

※ 令和７年度教員採用候補者選考を受験する者については、１次締切を出願締切日の 

令和６年５月１０日（金）まで、２次締切を２次選考最終日までとします。 

（３）提出書類 

ア 奨学金返還緊急支援事業費補助金交付対象候補者認定申請又は様式第１号 

イ 奨学金の借り入れを証する書類（奨学生証の写し）の添付 
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７ 交付対象候補者の認定の取消し 

次のいずれかに該当した場合は、補助金交付対象候補者の認定を取り消す等の措置となります。速やか 

にその旨を認定辞退届（様式第５号）により届け出をお願いします。 

ア 本補助金の支援を辞退しようとする場合 

イ 奨学金の貸与を取り消され、又は辞退した場合 

ウ 留年、１年を超える期間の休学又は停学の処分を受けた場合 

エ 退学した場合 

オ 本県の教員採用選考を通過した直近の４月１日に、県内の公立小学校・中学校・義務教育学校・ 

特別支援学校に教諭として採用を希望しなかった場合 

カ 奨学金返還を滞納した場合 

キ その他法令に違反する等、教育長が不適格と判断した場合 

８ 問合せ先 

千葉県教育庁教育振興部教職員課任用班 

〒２６０－８６６２ 千葉県千葉市中央区市場町１番１号 

ＴＥＬ ０４３－２２３－４０４４   

制度の案内、様式等は、千葉県教育庁教育振興部教職員課のホームページ、教員採用情報サイト「千の葉

の先生になる」のホームルーム内に掲載していますので、併せて御覧ください（「千葉県 教員 奨学金」、

「千の葉の先生」で検索できます。）。 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/syokuin/saiyou/kyouin/index.html 

https://chiba-sensei.com/ 

 

 

９ よくある質問 

 内 容 

Ｑ１ 

Ａ 

今回の認定を受けたら、必ず千葉県の教員採用選考を受けなければならないですか。 

必ず受ける必要はありません。交付対象候補者の認定を受けた後、事情変更により教員以外に進路

を変更し、教員採用選考を受けない場合は、８ 問合せ先へ連絡の上、交付対象候補者認定辞退届

【様式第５号】を提出してください。 

※ 但し、本県の教員採用選考を通過した直近の４月１日に、県内の公立小学校・中学校・義務教育

学校・特別支援学校に教諭として勤務しなかった場合は、補助は受けられません。 

Ｑ２ 

Ａ 

今回の「奨学金返還緊急支援事業費補助金交付対象候補者」の認定を受けていなくても、教諭とし

て採用された後に、補助金の交付申請ができますか。 

今回の認定を受けていなければ、補助金の交付申請をすることはできません。補助金の交付を希望

する方は、申請が必要となります。希望される方は必ず締切日までに申請を行い、認定を受けてくだ

さい。 

Ｑ３ 

Ａ 

今回の認定を受けたら、必ず補助金の交付を受けられますか。 

交付対象候補者の認定を受け、教員採用選考を合格した直近の４月１日に、本県の小学校・中学

校・義務教育学校・特別支援学校の教諭として就業した場合は、必ず補助金の交付を受けられます。 

Ｑ４ 

Ａ 

今回の認定を受けた後、県教委から情報提供はありますか。 

認定を受けた方に対して、交付対象候補者認定通知書を送付します。また、交付対象候補者で教員

採用選考に合格した方には交付申請の手続きについて、別途御案内します。 

千葉県教育委員会 

ホームページ 

教員採用情報 

サイト 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/syokuin/saiyou/kyouin/index.html
https://chiba-sensei.com/
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Ｑ５ 

Ａ 

中高共通で受験し、高等学校へ採用された場合は対象となりますか。 

対象校種に高等学校は含まれていませんので、対象となりません。交付希望される場合は、出願

時、希望校種を選択する際に、よく御確認ください。 

Ｑ６ 

Ａ 

中学校で採用後、人事異動で高等学校へ異動となっても奨学金返還支援は継続されますか。 

対象校種に高等学校は含まれておりませんので、高等学校へ異動された場合には、対象外となりま

す。交付対象者の異校種間の交流人事については、留意してください。 

Ｑ７ 

 

Ａ 

教員採用選考に合格後、大学院猶予を希望した場合でも、奨学金返還支援を受けることはできます

か。 

教員採用選考を通過した直近の４月１日に就業することが対象者の要件となっていますので、大学

院猶予希望者は奨学金返還支援を受けることができません。 

Ｑ８ 

Ａ 

１年間予備校に通い、大学へ進学しましたが、奨学金返還支援を受けることはできますか。 

「令和６年度時点で高校３年生から大学４年生」で、令和１１年までに新規採用となれば、奨学金

返還支援を受けることができます。 

Ｑ９ 

Ａ 

補助対象期間中に育児休業を取得した場合、その期間は補助対象期間から除かれますか。 

育児休業期間中も毎年度補助を受けることができます。ただし、育児休業期間中に補助を受けた期

間と同年数の勤務が必要となります。 

※ 千葉県教員不足解消に向けた奨学金返還緊急支援事業費補助金交付要綱 第４条参照 

Ｑ10 

 

Ａ 

令和６年度に大学４年生です。令和６年度実施の採用選考で不合格となり、講師等として勤務し、

令和７年度の採用選考で合格した場合は補助対象となりますか。 

対象者の要件にありますように「令和６年度時点で大学４年生」であれば、対象となります。ただ

し、採用２年目以前に返還した額（講師等で勤務していた期間を含む）については、補助対象額から

は除かれます。 

 

 

別表１ 補助金交付までの手続きや提出書類について 

時期 行為主体 
提出先 

（送付先） 
提出・送付書類等 

教員採用選考受験年度の 
２月末日まで（１次締切） 

※ ２次締切は出願締切日まで 
３次締切は２次選考最終日まで 

対象者 県教委 

・ちば電子申請サービスによる「奨学金返還
緊急支援事業費補助金交付対象候補者認定
申請」への申し込み 
※ ちば電子申請サービスで申し込む際に 

「奨学金の借り入れを証する書類」の 
データの添付が必要となります。 

教員採用選考受験前年度 
 ※ ２次締切、３次締切で提出され

た場合は、採用選考受験年度とな
ります 

県教委 対象者 

・補助金交付対象候補者認定通知 
※ 申請内容を確認後、発送いたします。 
２次締切、３次締切で申請された場合 
は、発送までにお時間をいただきます。 

教員採用選考受験年度の 
出願申込締切日まで 

対象者 県教委 

・志願書等 
※ 出願に必要な提出書類については受験

年度の公立学校教員採用候補者選考実施
要項で御確認ください。 

教員採用選考受験年度の 
１０月上旬から中旬 

県教委 対象者 ・合格通知 
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採用１年目の 
５月末日まで 

対象者 県教委 

・奨学金返還緊急支援事業費補助金 
交付申請書 
※ 以下の書類も添付 
（１）返還誓約書（様式第８号） 

 （２）連帯保証人の印鑑登録証  
（３）奨学金の借り入れを証する書類  
（４）交付対象候補者認定通知書の写し 
（５）その他教育長が必要と認める書類 

採用１年目の 
６月末日まで 

県教委 対象者 
・奨学金返還緊急支援事業費補助金 

交付決定通知書 

採用１年目の 
８月末日まで 

対象者 
日本学生 
支援機構 

・奨学金返還期限猶予願 
※ 採用年度の１０月～採用年度末の３月 

までの６月分の返還期限猶予の申請 

採用１年目の 
９月末日まで 

対象者 県教委 

・奨学金返還期限猶予承認通知 
 ※「奨学金返還期限猶予願」が承認された

ら承認通知が送付されます。日本学生支
援機構の「企業返還支援（代理返還）シ
ステム」からの申請の場合はダウンロー
ドとなります。 

採用２年目～１１年目 県教委 
日本学生 
支援機構 

・補助金の支払い（毎年度４月） 

※ 申請内容に変更があった場合は、速やかに変更承認申請書を提出してください。提出書類等に                    

ついては、「千葉県教員不足解消に向けた奨学金返還緊急支援事業費補助金交付要綱」を確認して              

ください。 

別表２ 学年別対象例 

※ 補助期間は採用２年目から１１年目です。既に講師等等で勤務時に返還を済ませた額は、補助対象額か

ら除算します。 

※ 対象例がないものもありますので、その場合にはお問い合わせください。 

令和６年度 高校３年生の場合 

 

令和 ６年度 高校３年生 

 ↓ 

令和 ７年度 大学１年生 予備校生 短大１年生  

 ↓ ↓ ↓ 

令和 ８年度 大学２年生 大学１年生 短大２年生 

 ↓ ↓ ↓ ↓ 

令和 ９年度 大学３年生 大学２年生 新規採用 講師等 

 ↓ ↓ 対象 ↓ ↓ 

令和１０年度 大学４年生 大学３年生  新規採用 講師等 

 ↓     ↓ ↓  対象 ↓ 

令和１１年度 新規採用 講師等 大学４年生   新規採用 

 対象 ↓ ↓   対象 

令和１２年度 

（対象外年度） 

 新規採用 新規採用    

 対象外 対象外    
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令和６年度 大学１年生・短大１年生の場合 

 

令和 ６年度 大学１年生 短大１年生 

 ↓ ↓ 

令和 ７年度 大学２年生 短大２年生  

 ↓ ↓ 

令和 ８年度 大学３年生 新規採用 講師等 

 ↓ 対象 ↓   ↓ 

令和 ９年度 大学４年生  新規採用 講師等 

 ↓   ↓  対象 ↓ ↓ 

令和１０年度 新規採用 講師等   新規採用 講師等 

 対象 ↓ ↓   対象 ↓ 

令和１１年度  新規採用 講師等    新規採用 

  対象 ↓    対象 

令和１２年度 

（対象外年度） 

  新規採用     

  対象外     

 

 

 

令和６年度 大学２年生・短大２年生の場合 

 

令和 ６年度 大学２年生 短大２年生 

 ↓ ↓ 

令和 ７年度 大学３年生 新規採用 講師等 

 ↓ 対象 ↓     ↓ 

令和 ８年度 大学４年生  新規採用 講師等 

 ↓   ↓  対象 ↓  ↓ 

令和 ９年度 新規採用 講師等   新規採用 講師等 

 対象 ↓ ↓   対象 ↓ 

令和１０年度  新規採用 講師等    新規採用 

  対象 ↓    対象 

令和１１年度   新規採用     

   対象     

令和１２年度 

（対象外年度） 
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令和６年度 大学３年生の場合 

 

令和 ６年度 大学３年生 

 ↓ 

令和 ７年度 大学４年生 

 ↓      ↓  

令和 ８年度 新規採用 講師等 

 対象 ↓         ↓ 

令和 ９年度  新規採用 講師等 

  対象 ↓      ↓ 

令和１０年度   新規採用 講師等 

   対象 ↓   ↓ 

令和１１年度    新規採用 講師等 

    対象 ↓ 

令和１２年度 

（対象外年度） 

    新規採用 

    対象外 

 

 

 

 

令和６年度 大学４年生の場合 

 

令和 ６年度 大学４年生 

 ↓ 

令和 ７年度 新規採用 講師等等 

 対象 ↓         ↓ 

令和 ８年度  新規採用 講師等 

  対象 ↓      ↓ 

令和 ９年度   新規採用 講師等 

   対象 ↓   ↓ 

令和１０年度    新規採用 講師等 

    対象 ↓ 

令和１１年度     新規採用 講師等 

     対象 ↓ 

令和１２年度 

（対象外年度） 

     新規採用 

     対象外 

 

 

 

 

 
 


